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研究成果の概要（和文）：自然災害による被害の発生が予見される際には、対象地域の住民に避難勧告や避難指
示などの避難情報が発令される。しかし避難情報が発令されても避難など安全確保のための行動を行わない住民
も多く、犠牲者の出るケースが後を絶たない。そこで本研究では、迅速な安全確保行動の誘発を促す災害・避難
情報のビジュアル化とパーソナル化について検討を行った。(1)災害時の情報収集・分析・共有システムの構築
：災害ツイートの分析や、Twitterを利用した災害情報共有システムの構築を行った。(2)災害情報可視化システ
ムの構築：災害ツイート可視化システムや災害時のツイートデータと衛星データを重畳表示するシステムの構築
を行った。

研究成果の概要（英文）：When natural disaster damage is anticipated, evacuation information such as 
evacuation advisories and orders are issued to the residents of the target area. However, even when 
evacuation information is issued, there are many residents who do not take actions for ensuring 
safety, such as evacuation, leading to the incessant occurrence of casualties. Therefore, this study
 examined the visualization and personalization of disaster and evacuation information to prompt 
safety actions. (1) Building an information collection, analysis, and sharing system during 
disasters: We conducted an analysis of disaster-related tweets. Additionally, we constructed a 
system to share disaster information using Twitter. (2) Building a disaster information 
visualization system: We constructed a disaster tweet visualization system and a system to overlay 
tweet data and satellite data during a disaster.

研究分野： 災害情報処理

キーワード： 災害情報　ソーシャルメディア　Twitter　可視化　衛星データ
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、実用性を最も重視して各種システムの開発を実施した。まず、「災害時の情報収集・分析・共有シ
ステム」という観点で、Twitterを利用したリアルタイム災害情報共有システムや災害情報共有チャットボット
システム、災害情報の共有を目的とした画像登録システムなど構築した。次に、「災害情報可視化システム」と
いう観点で、災害時のツイート可視化システムや、災害時のツイートデータと衛星データを重畳表示するシステ
ム（グローカルモニタリングシステム）の構築を行った。これらは実際に運用を継続しているものもあり、社会
的意義は極めて高いと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
大雨による土砂災害や洪水、地震による津波など、自然災害による被害の発生が予見される際

には、避難勧告や避難指示などの避難情報が発令される。しかし、避難情報発令時の避難率の低
さが問題視されており、例えば 12 人の犠牲者を出した 2009 年 7 月の九州北部豪雨の際は避難
勧告対象者の約 98%が避難行動を取らなかったことが報告されている。また、2015 年 9 月の関
東・東北豪雨災害や 2016 年 8 月の台風 10 号水害でも逃げ遅れによる犠牲者が出ている。避難
情報発令時に避難しなかった人は「避難情報が発令されたことを知らなかった人」と「避難情報
が発令されたことを知りながら避難しなかった人」に分類されるが、近年はエリアメールによる
避難情報配信が定着しつつあるため、本研究では後者への対応に焦点を絞り、迫りくる危険を適
切に認知させ避難などの安全確保行動を促す災害情報の伝達方法について、災害情報のビジュ
アル化とパーソナル化という観点から検討する。災害時の逃げ遅れに関しては、いわゆる「正常
性バイアス（正常化への偏見）」という心理的な働きが有力な要因であることが知られており、
それを排除することが迅速な安全確保行動に繋がると考えられる。正常性バイアスの打破には、
受け取る災害情報・避難情報を「自分ごと」と捉えて危険を的確に認知してもらうことが重要な
ポイントとなるが、現状の避難情報は多くの場合テキストベースであり、危険認知に適した表現
形式であるとは言い難い。また、災害の素因（低地や軟弱な地盤など災害に対する脆弱性）と誘
因（大雨や地震など災害を引き起こす外力）の的確な理解も安全確保行動の誘発には必須である
が、これらの情報をわかりやすく提示することがその促進につながると考えている。そこで本研
究では災害・避難情報のビジュアル化やパーソナル化が正常性バイアスの排除や災害の素因・誘
因の理解に有効であるのか、また有効であるならばどのような形式で住民に提供することが効
果的であるのかという二点について検討する。 
 
２．研究の目的 

市区町村等から発令される避難勧告や避難指示などの避難情報は、防災行政無線や広報車、エ
リアメール、ホームページ、SNS などよって対象地域の住民に伝達される。近年はスマートフ
ォンの所有率も向上し、エリアメールによる避難情報配信は定着しつつある。しかし、避難情報
の発令が必ずしも住民の避難行動に繋がっておらず、逃げ遅れによる被害例も多数報告されて
いる。このような問題が生じるのは「正常化への偏見（正常性バイアス）」という心理的な働き
が有力な要因であることが知られており、それを排除することが住民の迅速な避難行動に繋が
ると考えられる。これまでにも、避難情報の表現方法による危険の認知への影響に関する調査・
研究が実施されてきた。しかし、これまでは避難情報伝達文の表現を工夫することが危険の適切
な認知に繋がるか否かに関する検討に留まっているものが多く、避難情報のビジュアル化に関
してはその有効性への言及が一部の論文に散見されているのみである。防災とデザイン・可視化
という視点では、防災ピクトグラムの研究が広く知られているほか、近年は各種動的災害情報
（雨量、河川水位など）のグラフや大雨警報（浸水害）・洪水警報の危険度分布のイメージなど
が気象庁や Yahoo!などの情報ポータルサイトに掲載されるようになった。しかし本研究は、雨
量や河川水位、SNS 上の投稿などの動的な情報と、ハザードマップに記載されている避難所や
想定浸水深などの静的情報をマッシュアップしてビジュアル化すること、さらには受け取る災
害情報・避難情報を「自分ごと」と捉えてもらうために対象者個々の状況、属性に応じてパーソ
ナル化して配信することを最終目的としており、従来研究や既存の仕組み、サービスにはなかっ
た新しい試みであるといえる。本研究の究極の目標は災害発災時における逃げ遅れ被害者をゼ
ロにするための仕組みを構築することであり、本研究の取り組みが目論見通りに成功すれば、災
害情報学分野において、国内のみならずグローバルな視点で大きなインパクトを与えることと
なる。 
 
３．研究の方法 
災害情報のビジュアル化とパーソナル化という観点で以下の研究を実施した。 
 

(1) 災害時の情報収集・分析・共有システムの構築 
①災害時に投稿されたソーシャルメディア情報の分析 
②Twitterを利用したリアルタイム災害情報共有システムの構築 
③災害情報共有チャットボットシステムの構築 
④河川情報の共有に特化した災害情報共有システムの構築 
⑤災害情報の共有を目的とした画像登録システムの構築 

 
(2) 災害情報可視化システムの構築 

①災害関連情報提供システムの構築 
②災害時のツイート可視化システムの構築 
③災害時のツイートデータと衛星データを重畳表示するシステムの構築 



４．研究成果 
(1) 災害時の情報収集・分析・共有システ
ムの構築 

①災害時に投稿されたソーシャルメデ
ィア情報の分析 

災害時（「平成 30 年大阪北部地震」「平
成 30 年 7 月豪雨」「平成 30 年台風第 21
号」など）に投稿されたツイートを「絵文
字」「ハッシュタグ」に注目して分析を行っ
た。その結果、災害の状況に応じて絵文字
の利用頻度に変化があることがわかった
（図 1）。これは、ツイートの絵文字の分析
が被害状況や被災者の心理の変化の把握
につながる可能性を示唆している。 

 
②Twitterを利用したリアルタイム災害情報共有システムの構築 
先行研究で実装した災害情報共有システムを日常から利用できるシステムに改良した（図 2）。 

 

図 2 日常使い可能なリアルタイム災害情報共有システム 
 
③災害情報共有チャットボットシステ

ムの構築 
日本では、ソーシャルメディアの中で

LINE の利用率が非常に高く、チャットボッ
トシステムも広く普及している。そこで、
先行研究で実装した災害情報共有システ
ムをベースに、LINE のチャットボットを利
用した災害情報共有システムを構築した
（図 3）。 

 
④河川情報の共有に特化した災害情報

共有システムの構築 
日本で特に頻度の高い洪水災害への対

応を目的として、河川情報の共有に特化し
た災害情報共有システム「みずれぽ」を構
築した（図 4）。本システムは、河川単位で
情報を集約、提供することが可能である。 
 
⑤災害情報の共有を目的とした画像登

録システムの構築 
 ②で実装したシステムをベースとして、
リアルタイムの情報共有のみならず、復興
状況の可視化や災害アーカイブとしても
利用可能な災害関連画像登録システムを
実装した（図 5）。 

 

(2) 災害情報可視化システムの構築 
①災害関連情報提供システムの構築 
災害発生時に災害関連情報を理解しや

すい形式で提供することで、災害に関する 

図 1 災害時の絵文字の利用頻度の変化 

 

図 3 災害情報共有 
チャットボット 

 

図 4 河川情報共有 
システム 

 

 

図 5 災害画像登録システム 

 



危険度を適切に認識させ、迅速な避難を促すシステムを構築した
（図 6）。 

 
②災害時のツイート可視化システムの構築 
災害時に投稿される膨大な情報から重要な情報を抽出し、共起

ネットワーク図という形式で表示するシステムを構築した（図
7）。本システムでは、関連する災害情報（例えば、雨量や台風の
位置など）やツイート数の変化なども同時に表示することが可能
である。 
 
③災害時のツイートデータと衛星データを重畳表示するシス

テムの構築 
 広範囲の災害被害状況把握に適した衛星データと、地域の詳細
な災害被害状況把握に利活用可能なソーシャルメディア（ツイー
ト）の情報を結合し、それらを理解しやすい形式で提供する「災
害時の意思決定支援を目的としたグローカル災害モニタリング
システム」を構築した（図 8）。図 8は、SARデータをもとにした
東日本台風の浸水想定域と東日本台風時に投稿されたツイート
データを重畳表示した例である。 

図 6 災害関連情報 
提供システム 

 

図 7 災害時のツイート可視化システム 

 

図 8 グローカルモニタリングシステム 
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